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は　じ　め　に

　白山スーパー林道は，石川県石川郡尾口村と岐阜県大野郡白川村とを結ぶ総延長35kmの多目的林道

である。　工事は昭和43年に着工され今日に至っているが，この林道の大部分が白山国立公園の内部を

通過しており，建設当初から公園内の自然の破壊が心配されていた。　石川県では着工以前からこのこ

とに関し，各方面の学者に依頼し「白山学術調査団」を編成し白山の自然の把握及び保護に努めた。

しかし現実には車道法面の掘削及び谷への捨土によって，車道への落石，河床の上昇，景観の破壊等

多くの悪影響が現われてきており，早急な緑化対策が望まれている。　　　　，

　筆者は，工事により破壊された林道沿線の現状を把握，認識することにより緑化のための具体策を

見いだそうとした。

　今年度は基礎調査として，すでに種子吹付の行なわれた箇所及び自然回復の始まった箇所の植生調

査を行なった。

　調査にあたっては，広島大学理学部植物学教室の福嶋司氏に御助言をいただいた。　ここに感謝の意

を表します。

調査地の概要（図および表１参照）

　調査は石川県側の三叉発電所上流より第二隧道入口までの約6 km, 昭和47年，48年の工事箇所を対

象に行なった。

　この沿線は海抜約500mより1,000mに至るブナ帯に位置し，地形は急峻で降水，雪崩等により年

間を通じて表土の移動のある不安定な斜面である。



　調査地は車道山側法面に13ケ所，谷側法

面に2ケ所，計15ケ所に設定した。この内

No. 1とNo. 2 は47年に，ヤマヨモギ，

イタドリ，ヤマハンノキの８種を吹付，

No. lOは土捨のために表土が流失も岩盤が

露出，No. 11・14 は捨土，岩塊等の堆積

地，その他は礫交り土のCut bankである。

　また植生は，伐開されてからの年月が浅

いため，そのほとんどが回復の初期にあ

る。

考　　　　　察

　本調査においては，林道緑化の基礎資料

として，ヤマヨモギ，イタドリ，ヤマハン

ノキの種子吹付を画一的に行なうことの是

非の検討と，より適した緑化材料の検討の

ために.種子吹付区と放置区の植生回復の

差，又各方面の環境条件に応じた適地植物

の発見に重点を置いた。

　調査の結果(表２参照)Ａ：エノキグサ，

タケニグサ，ヌルデを識別種とする群落，

B :ニシキハギ，ドクウツギなど６種を識別種とする群落，c：クマイチゴ，ウドなど８種を識別種

とする群落の３群落が認められた。

　No. １，2に吹付けられたヤマヨモギ，イタドリ，ヤマハンノキの内，イタドリ，ヤマハンノキは

完全に消失しており，他の調査区においては，少数の存在が認められたものの，環境条件などの生育

条件に強く支配されるものと考えられ，画一的に使用するのは疑問である。　ヤマヨモギは斜面上部

No. １ よりも，下部のNo. ２ の方に多く見られ生育も良好であった。　これは降水による表土及び種

子の流下による堆積のためと考えられる。又蛇谷大橋下流のズリ堆積斜面に施工された種子吹付は，

斜面上部では一応成功しているものの，下部では表土の移動が続くため未だに裸地となっており裸地

化は次第に上部に及んできている。

　これらの事実から，法面緑化は，表土の安定を計ることが，まず先決であることがわかる。

　蛇谷大橋上流の吹付工では施工後２年目になるがヤマヨモギの純植生となっており，他の植物の侵

入はほとんど認められない。菅沼孝之氏は ,ヤマヨモギの持つ毒性によるものである可能性が強いと

述べているが，画一化された種子吹付の是非をも含めて今後考えねばならない問題である。

　以上のことから現行の種子吹付は必ずしも成功しているとは言いがたく，今回の調査により抽出さ

れた共通種及び三群落の植物の中に緑化材料を求めた方が効果的である。

　庭園ではない国立公園の緑化は，当初人工的に植生を形成しても最終的には自然の植生へと復原す

ることが必要である。そのためには表土の安定を計り，本来その地にあるべき植物の中か ら. 深く広

く根を張り，発芽，成苗率が良く，更に種子，苗の入手が容易なもので,初期の植生基盤の形成を計る



ことが最善と考えられる。今までの緑化には主として，ヤマヨモギ，イタドリ，ヤマハンノキが使用

されてきたが，復雑な環境条件に支配される本地域で，画一的にこれ等の植物で緑化を計ることには

問題がある。又法面緑化の条件の１つである土壌の安定が一部の試験地を除いては計られていないこ

とについても，工法等を含めて再考しなければならない。

　真の緑化を考えるなら自然環境に適した工法，材料を考えるべきである。

　今後の調査においては，この点を深く追求したい。
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